
 

 

平成 30 年度第 2 回病院・薬局関東地区調整機構委員会（総会）議事録 

 

日時：平成 30 年 12 月 27 日（金）14：00～16：20 

場所：慶應義塾大学薬学部マルチメディア教室 

出席者：関東甲信越 1 都 9 県薬剤師会委員、病院薬剤師会委員、日本保険薬局協会委員、薬学教育協議

会、23 大学委員、文部科学省、厚生労働省、関東地区調整機構事務局長 

司会進行：吉山（副委員長） 

 

冒頭、委員 49 名中 40 名が出席により、本会の成立が宣された。 

 

１. 報告事項 

1）薬学教育協議会報告 

（1）第 37･38 回 病院・薬局実務実習中央調整機構委員会報告（資料 1-1-1①～⑦） 

上記委員会の議事内容について説明がなされた。 

①実習の良い事例集（資料 1-1-1③）は平成 29 年度の項目別に内容を整理したので参考にされたい。 

②平成 31 年度の割振り調整結果の結果を活かし次年度に必要な改善を行う。 

③認定実務実習指導薬剤師認定精度実施要領の一部改正が日本薬剤師研修センターより発通された   

ので AWS 講師修了証に関する取扱の周知徹底をお願いする。（資料 1-1-1⑥） 

その概要の一部は以下の通りである。 

・新規申請者、旧 WS 修了者、それ以前の受講者ごとに有効期間が異なる。 

・研修受講資格は薬学教育協議会も確認をすることとなった。 

・受講資格の実務経験、勤務状況の厳格化 

・更新申請者は OBE を理解している者が対象である。 

・更新申請は認定期間終了の 3 ヶ月前から受け付ける。（期限も厳格化） 

・申請の勤務証明は申請前 1 ヶ月内に発行されたものである。 

・AWS は、研修認定薬剤師制度の単位シール発行の対象としない。 

 (2) 2019 年度病院・薬局実習実施日程（資料 1-1-2） 

   日程中、GW の 10 連休による実習時期の変更は行わない。休日当番等を含む当該期間中の実習実 

施の対応については、大学と実習施設間で調整対応されたい。 

 (3) 平成 30 年度第Ⅰ期、第Ⅱ期実習実施状況（資料 1-1-3） 

   実習の実施状況Ⅰ期、Ⅱ期は改善に資するための資料として、大学・病院・薬局共にトラブルの 

無い様に留意されたい。 

2) 2019 年度病院薬局実務実習割振り状況   

概ね良好に偏りなく割振りが出来ている。 

3) 2019 年度ふるさと実習割振り状況     

関東地区調整機構は、今後もふるさと実習の促進策を継続的に検討する。 

4) 小委員会報告 

 ①大学小委員会  



・ルーブリック評価の考え方や実務実習記録による評価については、各大学が説明会等で十分に周 

知徹底されたい。 

・病院等で複数の指導者がいる場合は実習学生担当指導者を定めて対応頂きたい。 

  ・疾患への関わりの程度基準の統一を求める意見があるが、日誌にどの程度まで関わったかの記載 

を指導することが適当とされた。 

  ・８疾患は施設が全てを扱うことは必須ではなく、薬局・病院を通じて担保されるように務めて欲 

しい。 

  ・平成 31年度Ⅰ期に実習行う学生が薬学共用試験を追再試になった場合は、追再試が決定した時点 

で実習を一度キャンセルし、合格後に再エントリーすることとする。 

 ②病院小委員会：特になし 

 ③薬局小委員会   

学生希望型割振りの在り方について以下の内容について協議を進める。 

  ・現在の施設概要内容だけでは学生が薬局選択の判断が出来ない、薬局選択理由が利便性優先で施 

設の内容が理解されていない、などの意見があり、先ずは施設概要に薬局の特徴を積極的に記載 

することで対応することとした。次年度の更新に時にお願いしたい旨、委員長より発言があった。 

また、第一希望とかではなく、3つ選択するといった方法が提案された。 

  ・自宅近くの施設選択を外す原則の徹底。 

 ④指導薬剤師養成小委員会 

  ・多くの方の WS参加に感謝しているが、一部に資格期限が過ぎているにも関わらず参加する例があ 

り、自覚を促すとともに、意欲のある人のための WSとしたい。また、WSの補助金は申請期限があ 

り、締切り以降は交付出来ないので注意されたい。 

  ・配布資料中、千葉の部分を漏らしたので訂正したい。 

 ⑤トラブル小委員会 

  ・トラブル施設の実名公表の求めがあったが、事例について当事者全ての意見聴取を行っている訳 

ではないので実名公表は適切ではないと判断している。都県薬剤師会の委員には開示を検討中で 

ある。） 

  ・実務実習も 9年目なので、AWS内容は分かっている筈なので、エリアごとの指導体制を確認された 

い。 

 ⑥実務実習評価委員会：今後も実習の良い例について収拾を図るので協力されたい。 

5) 改訂コアカリに基づく薬学実務実習の選考導入に関する調査報告（資料 1-5） 

  先行導入における実態調査を行った結果が報告された。更なる理解を深めるために、本資料を活用 

して各大学での説明をお願いしたい。 

6) 平成 30年度関東地区調整機構予算執行状況（資料 1-6①②） 

  概要説明がなされたが、その後、総体としては問題ないが、一部に作成過程での記載間違いがある 

ことが発覚し、後日、修正版を届けることとした。 

 

２．審議事項 以下の審議項目について審議の結果、全て承認された。 

 1) 平成 30年度病院・薬局実務実習関東地区調整機構委員会議事録(案)（資料 2-1） 

 2) 2019 年度事業計画案（資料 2-2） 

 3) 2019 年度予算案（資料 2-3） 



 4) 2020 年度病院・薬局実習実施日程（資料 2-4） 

 5) 2020 年度病院・薬局実習割振り日程（資料 2-5①②） 

・2 月下旬の受入人数調査時に更新のための施設概要の提出について協力要請があった。 

  

 

                                    記録：菅野 敦之 


